
平成２８年度 徳 島 市 応 神 小 学 校 総 括 評 価 表 （総合評価における「評定」の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった）

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重 点 目 標 評 価 指 標 と 活 動 計 画 評 価 総 合 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評価指標 評価指標の達成度 （評定）
①あいさつの徹底 ①児童の進んで挨拶ができる90％以上。 ①アンケート結果からの児童の達成は88％，保護

Ｂ
○外部の者には， ○あいさつや言葉遣い等の指

②丁寧な言葉遣いをするように気をつけ 者79％で，達成度に違いがある。 あいさつしにく 導を，全教職員で今後も共
る85％以上。 ②丁寧な言葉遣いは児童79％で，課題がある。 （所見） い面があるのか 通理解を図り，継続的に根

②正しい言葉遣い ③学習や生活のきまりを守る85％以上。 ③児童, 保護者とも目標を上回っているが，廊下 進んであいさ もしれない。子 気よく取り組む。
の向上 ④交通ルールやきまりを守る90％以上。 を走るなどルールが守れていない児童もいる。 つするは，依然 どもを見かけた

⑤早寝早起き朝ご飯90％以上。 ④児童95％と高い割合で達成できた。 として目標を達 ら，大きな声で 〇児童が主体となり，自らの
⑤児童94％，保護者90％で概ね達成できた。 していない。今 あいさつするよ 活動でよくなったと実感で

基本的生活 ③規範意識の向上 後も，常時指導 うにしている。 きる活動を工夫して取り組
習慣の定着 活動計画 活動計画の実施状況 や児童の自主的 む。

①挨拶運動や挨拶週間の設定と常時指導 ①常時指導に力を入れた。また児童による校門で な活動の充実に 〇これからも指導
④防災教育の充実 の徹底 のあいさつ運動を行った。 も力を入れ，向 をお願いしたい。 〇ＳＳＴを学び、効果的に取

②③④朝と帰りの時間，道徳や学活の時 ②相手を大切に思う気持ちをもって，「～さん」 上を図りたい。 り入れる。
間での指導や話し合い活動を通した規 づけで呼ぶことや，乱暴な言葉を使わず話すこ 規範意識につ

⑤正しい生活リズ 範意識や防災意識の向上。 とを学級や学校全体で指導してきた。 いても学習・生 〇清掃時は無言清掃が徹底で
ム ⑤早寝早起き朝ご飯の指導と家庭への啓 ③④⑤個別に指導を要する家庭には，担任が直接 活のきまりを徹 きるよう指導していく。

発。 生活習慣改善への協力を求めた。 底していきたい。

評価指標 評価指標の達成度 （評定）
①望ましい集団活 ①友達に優しくし助けようとしているが ①児童92％，保護者89％であった。さらなる向上 Ｂ 〇思春期にはちょ 〇保護者にも自尊感情の大切
動の充実 85％以上。 をめざしたい。 っとしたことで さを啓発していく。

②自分のがんばりをほめてくれるが85％ ②先生が褒めてくれるは，児童93％，友達が認め いじめのない 悩んだりするの
②自尊感情の向上 以上。 てくれるは，児童76％であった。 学校づくりや仲 で，自己肯定感 〇子ども同士でよさを見つけ

③④話し合い活動の活性化。 ③④児童81％ 間づくりに，全 をしっかり育ん 合い認め合う習慣を育てる。
豊かな仲間 ③心の響く道徳教 ⑤いじめのない学校づくりができている ⑤保護者87％であった。目標が達成できるよう努 教職員で共通理 でほしい。
づくりの推 育の充実 90％以上。 力したい。 解を図り取り組 〇教師が率先して子どもの頑
進 活動計画 活動計画の実施状況 むとともに，関 張りや良いところを賞賛す

④将来に向けたビ ①全校縦割り班活動を学期に１回以上， ①計画委員会等が中心となり，絆班活動を年間３ 係保護者への丁 る場面を多くする。
ジョンづくりの 保・幼との交流を年間２回以上行う。 回以上実施できた。保育所・幼稚園ともそれぞ 寧な説明に努め
推進 ②③一人一人の個性を生かし，認め褒め れ年間２回交流することができた。 たい。また，家 ○教師と子ども，及び子ども

⑤いじめの未然防 る機会を増やす。 ②③機会あるごとに良い行いなどを賞賛し，学習 庭や関係機関と 同士のよりよい関係を築く
止、早期発見・ ④キャリア教育の推進を図る。 発表会等の集団活動で個性を生かす活動ができ より一層の連携 よう努める。
早期対応 ⑤全校いじめアンケートを年間２回以上 た。④キャリア教育の推進が図れた。 を図りたい。

実施し，早期発見に努める。 ⑤年間２回実施することができた。
評価指標 評価指標の達成度 （評定）

①授業改善と学習 ①②③わかる授業に取り組んでいるが85 ①②③「先生は分かる授業に取り組んでいる」が， Ｂ 〇先生方が少ない 〇全校で統一した取り組みに
意欲の向上 ％以上。子どもの能力や努力を適切に 児童95％，保護者95％であり，目標を達成。 なかで，頑張っ より基礎基本の充実を図り，

見ている85％以上。 ④宿題をきちんとやりとげているは児童86％であ （所見） てもらっている。 個に応じた効果的な個別指
④宿題が概ねできている90％以上。 った。目標が達成できるよう努力したい。 基礎基本の習 学力と同時に， 導の工夫に努める。

②基礎学力の向上 活動計画 活動計画の実施状況 得に課題が残り， いろんな面で頑
確かな学力 ①基礎基本の習得と教科を横断した言語 ①大研３回，中研３回，計６回の授業研究会を行 言語活動の充実 張れるリーダー 〇授業方法の共通化や学習規
の向上 活動の充実を目指す。 い，校内研修に努めた。 や主体的な学び 性も育ててほし 律の徹底を図る。

③言語力の育成 ②ＴＴ指導や個別指導の工夫や効果的な ②朝の学習や放課後等を利用した個別指導に取り にはあまり取り い。 〇宿題・自主学習調査で明ら
指導。 組んできた。 組めなかった。 かとなった課題を基に，家

③学校全体の読書量を増やす。 ③家庭・学校での読書記録を取り入れた。 個に応じた指 ○社会経験が少な 庭学習における「応神小家
④家庭学習習慣の ④宿題や自主学習時間の調査を基に実態 ④毎学期宿題・自主学習調査を実施して課題を把 導や研修には意 いため，語彙が 庭学習モデル」の確立に取
育成 態を把握し，対応する。 握した。 欲的に取り組め 少ない気がする。 り組む。

た。
評価指標 評価指標の達成度 （評定）

①規則正しい生活 ①朝ご飯を食べて登校85％以上。 ①88％であり，目標は達成できた。 Ｂ 〇食育は大切であ 〇体育の授業での児童の運動
を送ろうとする ②めあてを持って体育学習をする85％以 ②③については，83％であり，目標を達成できて るので，継続し 量の確保に努める。また，
態度の育成 上。 いない。さらなる向上をめざしたい。 （所見） て取り組んでほ 体育関連設備の充実に努め

③休み時間運動遊びをする85％以上。 ④偏食しないは，児童89％であり，目標を達成。 天気のいい日 しい。 る。
②魅力的な体育授 ④好き嫌いをなくし，食べ残しをしない 給食の残食も非常に少ない。 は，原則全員が

元気な体づ 業づくりの推進 85％以上。 外遊びできるよ ○生活習慣は小さ 〇季節に応じた遊びや運動を
くり 活動計画 活動計画の実施状況 うに呼びかけし い頃からの積み 紹介するなど，休み時間等

①バランスのとれた朝ご飯の推進。 ①朝の時間や学活の時間に適宜指導を行った。 ていきたい。給 重ねが大切。保 での運動遊びの活性化に努
③運動の日常化 ②体育の時間での運動量の確保と効果的 ②運動の楽しさを味わわせる取り組みができた。 食指導について 護者の協力も欠 める。

な場の設定。 ③体育主任や担任の常時指導により外遊びの奨励 も，全校体制で かせない。
③休み時間の運動場や体育館の有効な使 に努めてきた。 で共通指導を徹 〇全校で食育の指導に取り組

④食育の推進 い方の指導。 ④講師を招き，２学年と４学年で食育の授業を実 底していきたい。 んでいく。
④専門家による食育の授業を実施する。 施した。


